














Grammar-oriented Teaching Materials  of English:  
Practicing English Lessons with  Grammar Notebook
    Koichiro Kitamura  









キーワード：  英文法 教材開発 指導実践  英文法授業ノート





























Teaching Styles in Reiwa Era  ／令和時代の新しい授業形態」を
テーマに掲げ、中学・高校・大学の現役の先生方による講座、英語
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教授法理論に関する講座、 ICT を応用した授業に関する講座、
CLIL 授業例を紹介する講座、 4 技能入試対策、英語学習活動の
アイディアを紹介する講座、小学校英語・児童英語に関する講座、
デモ授業体験の 8 つのカテゴリーにおいて、計 38 の講座と授業が
展開された。  
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について、 1989 年に改訂された学習指導要領を含め、言語教育の
カリキュラムに大きな影響を与えた Canale and Swain（ 1980）と






・方略的能力（ strategical  competence）：
能力不足を補ってコミュニケーションを持続させる方略
／ストラテジー  











か ら  Bachman （ 1990 ）、 教 育 実 践 の 観 点 か ら Celce-Murcia,  
Dornyei and Thurrel（ 1995）や Celce-Murcia（ 2007）など、より
洗練された枠組が追究されている。ただし、いずれの枠組において
も、文法の能力は「言語能力／言語知識（ language competence／
knowledge of language）」（ Backman 1990:84）や「言語的能力
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世界的に利用されている 2001 年版 CEFR「外国語の学習、教授、
評 価 の た め の ヨ ー ロ ッ パ 共 通 参 照 枠 （ Common European 
Framework of Reference for Language）」においても同様である。










特 徴 に よ る 観 点 で 捉 え ら れ て は い な い が 、「 文 法 的 正 確 さ
（GRAMMATICAL ACCURACY）」について、言語行動に基づいて
レベルごとに示されている。文部科学省により高校卒業までの到達
目標として掲げられている実用英語検定 2 級～準 1 級に相当する
B1 レベルにおいては、以下のような能力記述文で表されている。  
「文法的正確さ」 2 )  
よく知っている状況ではある程度の正確さをもってコミュ
ニケーションをとることができる ;  母語による影響が顕著で
あるものの、概ね運用できている。誤りがあっても、話者が
何を伝えるようとしているかは明確である。  
（欧州評議会 :  28［筆者訳］）








（Byram 2003）や「相互行為能力（ interactional competence）」
（Young 2011）育成の必要性が提唱されたり、CEFR においても
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構成は、日本の学校で主に扱う英文法 27 項目を 108 のシートに
おいて、それぞれ見開きで 2 ページ、左ページの説明／右ページの
練習用シートから成り、【要点】・【例文】・【ワンポイント解説】の
3 つのパートに分かれる。見開き構成を軸とした A4 判の大型本に
つき、説明用シートを参照にしながら練習用シートに直接書き込む
ことができる。  
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以下に、左右のページをそれぞれ資料 1・ 2 に例示する。  
 

























    
【ワンポイント解説】           
（北村 2018:2）  

































する、学習者が自らの学習を管理するという 2 つのねらいがある。 







に関する知識を 5 分で扱う場面において、教員は 1 項目につき
1 分を目安に時間配分を考えがちであるが、そのうち 1 つの項目に
ついてのみ難しさを感じる学習者にとってみると 1 分の解説では
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簡素な形式ながら『英文法授業ノート』では、その目次において




























いる初級の留学生英語クラス（Basic English）版にて例示する。  




























































































比較と関係詞の 2 つの文法項目の導入部において例示する。  
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「記号」・「色」・「スペース」の 3 点の活用を推奨している。  
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を効果的に提示するのに大きな役割を果たす。講座では、注意する







































意図が捉えやすいが、基本文にあたる  “A” is big.  という文を書く






































（北村 2018:190）  
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①                2 つの文に「共通の語」を見つけて  
                      それぞれの語を       で囲む  
 
※       で囲んだ語のうち  
②                  先行する名詞を先行詞という  
                
                            で囲んだ語のうち  
「代名詞」に  ×  をする  










※  ②で×をした代名詞の  
「格」と「人／物かの区別」  
































































1)『デジタル大辞泉』小学館 取得日 2019 年 12 月 30 日
＜ h t tp s : / / ko to b a nk . jp / wo rd /コミュニケーション - 6 6 1 8 6＞
2) 原文  GRAMMATICAL ACCURACY
B1: Communicates  with reasonable accuracy in  famil iar  contexts ;  
generally  good control  though with noticeable  mother tongue 
influence.  Errors  occur,  but i t  is  c lear  what he/she is  trying 
to  express .                         (Council  o f  Europe:  28)  
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